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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである c

昭和 37 年 3 月
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5 万分の l 地質図幅 1Mぇ
説 明 書円干

浜 (網走一第 40 号)

北海道地下資源調査所

北海道技師杉本良也

同 三谷勝利

同 松下勝秀

北海道嘱託高橋俊正

はしがき

この図幅説明書は，昭和 34 年と 35 年の両年にわたって実施した野外調査の結果を

取りまとめたものである。

野外調査に際しては，地域を分担した。杉本・松下は，オショマップ川以北と脊稜

東部地域，三谷は，奥薬別川からオチカパケにわたる脊稜西部地区，高橋は，海別岳

・小海別岳地区を，それぞれ担当した。なお，海別岳地域の褐鉄鉱床については，北

海道立地下資源調査所土居繁雄技師から，多くの資料の提供をうけた。明記して謝意

を表する。

なお，この地域は，濃霧地帯にぞくし，晴天の日が少なく，加えて道路網の末開発

な山岳地帯であるため，野外調査については満足の成果がえられなかった。

この地域は，東部北海道のグリーン・タフ地区にふくまれ，新第三紀の地層および

火山岩類が広く分布しているが，脊陵部には千島火山帯にぞくする第四紀の火山岩類

も，かなりの発達をみせている。したがって，この地域の地下資源としては，賎金属

鉱床・硫黄・褐鉄鉱などが知られ，それらについては，それぞれ調査報告が公表され

ている。また，一般地質については，門倉三能・北海道総合開発委員会の調査報告書

がみられる。これらの調査報告は今回の調査を進めるにあたって，参考となった。

I 位置および交通

この図幅のしめる地域は，北緯 43°50'__44°，東経 144°45'--145°0' で，知床半島基

-1-



部の西部をしめる。行政的には，西部は，網走支庁にぞくする斜里町，東部は，根室

支庁にふくまれる標津町と羅臼町とに，それぞれ稜線あるいは河川を境としてわかれ

ている。

村落は，わずかに東部の沖積原，および朱円堆積面上に発達し，主として農業，漁

業に従事している。

この地域は，北海道の 3大暗黒地帯の 1 つにかぞえられるだけあって，うえにのベた

村落の発達地区を除けば，交通網には全くめぐまれていない。しかし最近，斜里・

宇登呂問の海岸線にそって，自動車道路が開通したので，地域住民は，文明の光に浴

するようになった。同時に，観光地としても脚光をあびるようになった。さらに，森

林資源.の造成のため，各河川にそって林道が開さくされつつあるので，将来は交通網

にめぐまれるようになろう。

なお，鉄道路線としては，斜里から図幅南西隅の越川まで通じている越川線がある。

この路線は，斜里から標津まで通ずる予定になっているが，全線開通の見通しは立つ

ていない。

II 地形

この図幅内の地形を概観すると，基盤岩相と密J妾な関連をもった，つぎの 5 つつの

地形区に区分することができる。

④ 解析山地区

@ 火山・山岳地区

の崖錐緩傾斜面地区

@ 平坦段丘台地区

⑧ 沖積低地帯

④の地形区は，凶幅の 3 分の 2 以上の地域を占めている。新第三紀の火山砕屑岩類

および堆積岩類が示す地形であって，基盤の構成岩間の相違が，地形上によく表わさ

れている。

この地形区は，標高 300mから 800m位までの問を占めており，第 1 Lsiの地形復元凶

に示されているように，ほかの地区にくらべて解析作用がかなり顕著である。一般に，

火山砕屑、岩類の分布する地域では，地形はJ急峻であって，河川も，多くの滝をともな

ったV字谷をつくる場合が多い。一方，堆積岩類の分布する地域では，小沢の発達が
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第 1 園 地形復元図 (1 km の隔で谷をうめである)

いちじるしいわりに地形は緩やかで，河川も U字谷をなしている。

@の地形区は，おもに，火山地形の発達する地域であって，脊稜山系として，ほぼ

NE-SW 方向に連なっている。

地形複元凶でみると，④の肝析された地形!豆上に，標高 700m 以上の高さでそびえ

立った山容をつくっている。また，この地形区においては，小海別岳および 735.3 m

山などのように，鮮新世末期の活動であろうと考えられる山系では，火山形態は，か

なり解析されており，小沢の発達も進んでいて，むしろ④の地形区に類似している。他

方，海別岳・遠音別岳などの第四紀にはいって活動した山系は， 700m 以下の解析山

• 3 -



地を基盤として，ほぽ完全な円錐形火山形態を残して，発達している。そして，火山

特有の放射状谷が形成されている。

のの地形区では，@の前面に， CDおよび@の一部の地形区をおおって，長い緩傾斜

面を形成している。

@の地形区は，海岸に面して，海岸線に斜交する NE-SW 方向の延長をもって発

達する平坦段丘台地である。 この平坦面は，標高 20-80m と 80-160 m および 200

-400m の，互に不連続関係をもった 3 つの緩斜面に大別される。まえの 2 者は，そ

れぞれ喋層を主体にした堆積物をのせており，地質上の第 2 段丘・第 1 段と，それぞ

れ一致している。 200-400m の平坦緩斜面は地形複元図にも示されているように，

NE-SW 方向に，点々と平坦面を残して連なっており，段丘面をしのばせる地形形態

をつくっている。しかし，堆積物は，糠真布川中流域の 357m 独立標高点付近で認め

られるほかは，残されていなし、。なお，オチカパヶJIlから南西の地域では，のの地形

区に重複しており，この地域では，平坦段丘面もおおって，崖錐緩斜面が形成してい

るようである。

⑧は，幾品川・奥薬別川そのほかの大きな河川および海岸地帯に発達する現河床氾

濫原低地である。海岸低地は，峰浜以西の地域では，広い範囲を占めているが，以東

の地域では，汀線から 100-200m の幅のせまい範囲に限られ，すぐ背後に，段丘崖が

せまっている。

河川流域の低地も，@の平坦段丘地形が広く発達する南西地域では，広く，かっ，

奥地にまではいり込んでいるが，北東地域では，下流域の小区域に限られている。水

系は，海別岳と 1019.6 m 山を結ぶ脊稜山系を分水にして，北西流と南東~東流する

ものとがある。

前者には，幾品川・奥薬別川・海思IJJII ・糠真布川・オチカパヶ川・オショパオマゴ

川・金山川・遠音別川などの大河川があり，大小数多くの支流をともなっている。こ

の水系は， 12-15km の間で，海抜 Om から 800-1 ， 200 m 以上まで急激に高度を増

している。したがって，河床の傾斜がかなり急で，多くの滝をつくり，水流も急流で

ある。

また，後者には，植別 JII ，崎無異川などの大河川および大小の支流がある。この水

系は，前者にくらべて，流路延長が長く，河床面は緩斜面をなしている。そして流路

内には，いくつかの函をつくっている。
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III 地質

IIL1 地質概説

この地域を構成している地質系統は，第 1 表のように区分され，新第三系およびそ

れ以降の地層と火山岩類とで構成されている。

新第三系の最下部をしめる忠類層は，脊稜部に発達し，標式的なグリンータフ岩相

から構成されている。そして岩質から基性緑色緑灰岩層・中性~酸性緑色凝灰岩層と

にわけられる。なお，この忠類層中には，多くのプロピライトが岩脈や岩床として貫

入し，プロピライトとグリンータフとの複合岩相を示す部分をともなっている。
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A: 含かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩 B: 含紫蘇輝石普通輝石かんらん石玄武

岩(灰長石大品部を挟む〉

C: 含かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩 D: 角閃石黒雲母流紋岩

E: 紫蘇輝石普通輝石安山岩 F: 含かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩
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さらに，この岩体を岩脈状に貫ぬく斑状石英安山岩が，図幅南西隅に小規模に分布

する。

忠類層の上位には，基性~中性の火山砕屑岩を主要構成員とする奥薬別集塊岩層が

整合していて，脊稜の両翼に発達する。うえにのベたプロピライトの貫入も，この時

期の火山活動の産物と思われる。

集塊岩層とほぼ同時代の越川層は，おもに硬質頁岩で構成され，図幅全域に広く発

達している。この堆積に引続いて，この地層中に随所にみられる粗入玄武岩岩床の貫

入があった。

この越川層をおおって，砂岩・泥岩および浮石質凝灰岩を主要構成員とする幾品層

と，喋岩・砂岩を主体とする知布泊層とが累重している。両地層は，西翼部の海岸線

周辺に発達するが，東翼部では，幾品層に相当する層準に，瑛璃質安山岩質集塊岩が

みられる。

これらの各地層は，それぞれ整合関係をしめしている。

なお，この地域は，知布泊層の堆積したのち，陸化削剥時代にはいり，はげしい造

構造動があって，現在みられる地質構造の大要が決定された。

うえにのベた各地層を不整合におおって，鮮:新世末期の活動と思われる小海別集塊

岩・ 735.3 m 熔岩・ 707m 熔岩が，それぞれ図幅の南西隅と中央部の西翼部とに発達

してし、る。

第四紀層は，火山岩類・段丘堆積物・火山灰および沖積堆積層などである。

火山岩類は，海別火山・遠音:5J1j火山などからもたらされたもので，一般に，輝石安

山岩で特徴づけられる。これらの各火山は，脊稜部に位置し，千島火山帯の西南部に

あたり，国後島と雁行する 1 つの弧状配列として取扱われるもので，阿寒知床帯に属

する。

段丘堆積物は，第 1，第 2段丘堆積物に，それぞれ区分される。いずれも西翼部の

海岸線付近に発達する。

また，これら段丘堆積物を不整合におおって西部の丘陵ないし平坦地帯には，朱円

層と命名した火山灰・軽石堆積物が比較的広範囲に発達する。

III. 2 地質各説

III.2.1 新第三紀層

III.2. 1. 1 忠類層
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1953 佐々保雄:忠類層

1960 杉本良也:忠類層

模式地: 隣接武佐岳幅の忠類川流域

分布: おもに，この凶 l陥の中央育俊郎に市状に分布し，とくに，植別 JII ・糠真

布川源流付近に，好露出がみられる。 jJdM 川以北の地域では，この地層は，断層で越

川層と接しているため発達しない。

構造: 脊抜部およびその北西側では， NS~N 20)Eの走向で，北西に 10"-20°

傾斜し，東側では， NS~N 35ー E ・ 10°_30° SE の走 I tJ] ・傾斜をしめし，温泉付近を

通る N30ー E方向の背斜軸がみられる。また，上部の酸性紋色凝灰宕の発注する地区

にも，ほぼ同じ走向をもっドーム状背斜構造がみられる。

関 係: 岩質から細分した上・ド部忠類層は，一部は NS の断層で接し，他の一

部は黒重関係にある。

また，上位の奥薬別集塊岩層とは，整合である。

層 相: 岩質から下位の安山岩質緑色凝灰岩と石英粗面岩質以色凝灰岩とに細分

される。

安山岩質緑色凝灰岩は，凝灰岩を主要構成員とするが "m ，好に，やや粗粒の緑色砂

岩や泥質頁岩と互 J脅し厚さ 5-10cm の縞状右層を形成するつ また，海別出泉の背

斜軸付近には，地質凶に;毛色したように，集 i鬼岩および角際凝灰岩をはさんでいる。

この凝灰岩は，通常淡緑色を呈し ， i子行片をふくみ粗震である 3 ときには，植日 IJ川

源流付近の支流にみられるように， ~致密堅便となる場合，ややろう盤化して涼白され

た部分と未分解の淡青色の部分とが交雑して渦紋様状を呈することもある。

鏡下で、は，破片状の斜長石は，緑泥石・粘土質物・方解石・首長石の集合体にか

わっていることが多く，また砕府状の紫蘇輝石・ ~h通輝石の斑品状鉱物もみられる

が，緑泥石でおきかえられたり，鉄質物で汚染されている。

基質物は，海綿状ガラスからなるが，繊維状の緑泥石・粘土質物にかわっている

ことが多く，さらに鉄質物で汚潤している。

爽在する jLR 色砂岩は，畑粒から粗粒の凝Jj( PJ:砂おーであり，珪長自物にとむ。また泌

質頁岩は，暗灰色を呈し，砂宕と互層するときは ， J百埋は明瞭であるが，そうでない

場合は塊状となる。

これらの堆積岩類から，化石はえられなかった。また，爽在する集塊岩の岩瞭は，
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玄武岩賀安山岩で，おおむね拳大で角ばっており，暗黒色を呈し，堅硬である。

各岩礁の問は陪灰色の凝灰質物で充填され，まれに，方解石の細脈が縦断している。

斑 品: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉かんらん石

斜長石は， An60~65 で，曹灰長石の成分をしめしている。両輝石は，柱状であ

るが，やや円味をおび，新鮮なものは少なし緑泥石・炭酸塩鉱物でおきかえられ

ているのかんらん石も，両輝石と同様である。

石 基: ピロタキシティック組織をしめし，おもに短冊状の斜長石と単斜輝石

とから構成され，磁鉄鉱の微粒が散在している。これらの鉱物もまた，斑晶鉱物と

同様な二次鉱物でおきかえられている。

石英粗面岩質緑色凝灰右は，凝灰岩を主要構成員とし，石英粗面岩や角喋凝灰岩な

らびに IT岩を爽在する。

凝灰岩は，一般に淡緑石を呈し，石英の微粒が散在する。ガラスの多くは，繊維状

の緑泥石・炭酸塩鉱物・粘土質物におきかえられており，石英は，融蝕形ないし破片

状の稜角形を呈する。

石英粗面岩は，流理構造が顕著でなく，石英の斑品が目立ち，淡緑色を呈し，紙密

堅硬である。

斑品として，斜長石と石英がみられる。斜長石 (An =30~35%) 。は，自形柱状

で，努聞にそって，炭酸塩鉱物・曹長石が発達する。石英は融蝕されて凸凹にとむ。

まれに，角閃石の輪郭をもっ緑泥石集体がみられる。

石基は，ガラス・細粒の石英・斜長石が白らなり，ガラスの品部は，緑泥石・炭酸

塩鉱物でおきかえられている。

頁岩は，陪灰色を呈し，硬質で板状層理をしめすものが多い。また，珪藻質有機物

片をふくんでいる。

武佐岳図幅において，筆者の一人杉本は，うえにのべた岩層，ならびにあとからの

ベる奥薬別集塊岩層に相当する各地層をふくめて，忠類層と命名した。しかし，後述

するように，奥;葉別集塊岩層と越川層とが同時異相の関係にあることが明らかとなっ

たので，緑色凝灰岩で特徴づけられる上述の 2 岩層を忠類層と再定義して使用するこ

とにしfこ。

HI.2.1.2 錐山プロピライト・グリンタフ複合岩体

1960 杉本良也:錐山プロピライト・グリンタフ複合岩体

模式地: 隣接式佐岳悶幅の錐山・カスシナ川流域

分布: 奥菜別川上流地域に分布し，北部では，その発達が貧化する。
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構造: 通常， NS-N10ーW, 20ー_50ー E-W の走向・傾斜をしめし， ゆるや

かな摺曲構造を形成している。

関 係: プロピライトが，密に複雑な岩脈・岩床状をなして，下部忠類層の中に

貫入したものであるが， 5 万分の l 地質図では，細分できないので，複合岩体として

取扱った。この種のプロピライトは，奥薬好Ij集塊岩層中にも岩床状をなして産するの

で，その注入時は，奥薬別集塊岩層堆積時の火成活動と関係するものであろう。

層 相: プロピライト・安山岩質緑色凝灰岩を構成員とする。

プロピライトは，濃緑色を呈し，撤密堅硬である。また，外観細粒と粗粒とのもの

とがあり，その岩質は必ずしも一定ではなく，不規則である。鏡下では，玄武岩ない

し粗粒玄武岩の石理をもち，緑泥石化・炭酸塩化作用が顕著である。

鏡下では ， t員間組織を呈し，主として，斜長石・緑泥石・炭酸塩鉱物・ウラライ

ト・鉄鉱などからなる。初生有色鉱物の多くは，緑泥石・炭酸塩鉱物・ウラライト

などに分解しているが，なお，微量の斜方，単斜の両輝石がみとめられる。斜長石

は曹灰長石にぞくするが，これまたその多くは，曹長石・炭酸塩鉱物・緑泥石・緑

簾石などでおきかえられるかこれら 2 次鉱物が境開にそって発達するようになる。

なお，組粒玄武岩質の石理をもつものの一部には，多数の球頼、がみられ，主とし

て淡縁色繊維状の緑泥石で充填され，その外縁または内側には，炭酸塩鉱物もしく

は淡褐緑色の緑泥石が発達することもある。

うえにのべたようにこの岩石は，いちじるしい変質作用をこうむっているので，そ

の発達地域には，鉱床・鉱兆地がみられる。

III.2.1.3 奥薬別集塊岩層(新称)

模式地: 奥薬別川中流域

分布: おもに，この凶福の西南部および東南部地域に分布している。そして，

幾品JII ・奥，葉別)11 ・糠真布川・崎無異) II ・植別川支流などの流域で良好に発達している。

糠真布JII から北部の地域では，この地層は急激に貧化し，オチカパケ川流域では尖

滅している。

構造: 脊稜山系の北西側では， NS-N40ー E の走向で，北西に 20°-50 。傾斜

した単斜構造をなしており，また南東側では， N20ーE-N10ーWｷ10ー_30ー SE-NE

の走向・傾斜を示している。なお，幾品川流域には，小さな背斜ができている。

関係: 下位の忠類層とは，緑色凝灰岩，プロピライト~プロピライト質基性安

山岩を挟在する量比で区別した。したがって，岩栢は漸移関係をもっている。それで
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第 2図地質柱状対比図
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地層境界は必ずしも同時間白.を意味していない。

層 相: プロピライト・集塊岩・角喋凝灰岩・凝灰岩および熔岩などの火山砕屑

岩がおもな構成岩相であって，硬質頁岩・泥岩・凝灰質砂岩などをはさんでいる。

プロピライトは，植別川本流流ji去に発達し，堅硬椴密で，陥緑色ないし陥鮪色を呈

する。しばしば，種状節理の発達がみられ，小規模な，黄鉄鉱鉱染市を随伴する。

鏡下では，斑品として，長径 1~1. 5mm の自形柱状の斜長石が多く，ついで，輪郭

をたもっているが，まったく緑泥石で交代された有色鉱物がみとめられる。斜長石

は，男開ならびに結品の周辺部から曹長石・炭酸塩鉱物・緑泥石におきかえられ，一

部にはその輪郭をとどめていないものもある。とくに，あとの 2 者鉱物による置換

がし、ちじるしい。ときには，緑麗石や絹雲母の集合体にかわっていることもある。

石基は，なお，ハイアロピリチァク構造を残しているが，これもまた炭酸塩鉱物，

緑泥石でおきかえられ，不規則粒状形の鉄鉱・粘土質物質を随伴する。

集塊岩は，堅硬な溶岩状のものと，粗穏な凝灰質なものとにわけられる。前者は，

陪灰色~黒色を，また後者は，淡灰色~灰色の色調をもっている。

珠は，人頭大以下の角燃が大半を占めているが，ときに径 70 em~l m に達するも

のもふくんでいる。また，粗粒緑色凝灰岩をレンズ状塊でふくんでいる。

鏡下における構成鉱物は，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石を主体とし，二次鉱物の

緑泥石・曹長石・炭酸塩鉱物や不透明鉱物を随伴する。

場所によって，石理にかなりの変化がみられるが，鉱物組合せば常に一定してい

る ζ また，二次鉱物の生成は，がし、して，下部ほどいちじるしいようである。

通常，斑品鉱物は，:m品状をなしていることが多いが，斜長石と輝石が，オフテ

ィック組織をなしているものも， しばしばみられる。

また，奥薬別川流域や II碕無異川上流では， 0.5~2 em 大の亜円形品洞があり，玉

随質石英や緑泥石が充填している

角喋凝灰岩は，灰褐色~I出椋色の色調を示し，粗緊で， ¥子石時をかなりふくんでい

る。隙は，大部分が任 5em 以ドの安山岩角礁であるが， 一部に緑色凝灰岩・泥岩な

どの亜円際をまじえている。粗粒;玄武岩の岩床との接触部付近では，レンガ色の色調

の堅硬な部分がつくられ，また，一部は椋泥石化作用をこうむっている。

凝灰岩は，淡緑色を呈し， ¥手イin末、を多くふくんだ緑色凝灰岩と，淡灰色を呈し，板

状層理の発達した泥質凝灰岩とがある。いずれも，集塊岩や角球凝灰岩中に，不連続

岩相としてはさまれているの

硬質頁岩および泥岩は，上位の越川層の構成宕相と同じである。
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この地層は，良好な発達をもっ幾品川・奥薬別川・糠真布川・崎無異川・植別川の

各流域で，それぞれ構成岩相を異にしている。大局的にみると，植別川本流以北では，

硬質頁岩をはさむプロピライトが卓越し幾品川および崎無異川上流では，おもに角

礁凝灰岩・凝灰質砂岩・泥岩で構成され，奥薬別川では，下部が集塊岩溶岩の卓越し

た岩相，上部は集塊岩・角礁凝灰岩・凝灰岩などの不規則互層岩相をもち，崎無異川

中流および植別川支流では集塊岩を主要構成員としている。

また，糠真布川では，ほとんどが集塊岩相であって，数帯の硬質頁岩相をはさんで

し、る。

この地層は，南に隣接する武佐岳図幅において，忠類層の部層として取扱った盗伐

沢角喋凝灰岩層と薫別川集塊岩層との 2 部層と同じ層準の岩相で、ある。

層厚: 幾品川で 150m 以上，模式地で 2 ， 500m，糠真布川で 1 ， 150 m 前後の厚

さを示している。

III.2.1.4 越川層

1953 佐々保雄:越川層

模式地: 金山川流域

分布: 下位の奥薬別集塊岩層の発達の悪い北東地域に，広い範囲を占めて分布

し，南西地域では，薄化している。

構造: この図幅の南西地域では， N10ー.......40ーEの走向で，北西に 20°.......35° 傾

斜した単斜構造をなし，幾品川流域には，小さな背斜および向斜構造が形成されてい

る。北東地域では， N10ー......20ーE 方向に延びる大背斜構造をとり， 15°.......50° の傾斜を

示している。

関 係: この地層の基底面は，下位の奥 4葉別集塊岩層の火山砕屑岩類から厚い硬

質頁岩と泥岩の互層岩相に移化する部分においており，地層は整合関係をもっている。

そして，糠真布川流域では，奥薬別集塊岩層とこの地層の一部が指交する状態があら

われている。

また，オチカパケ川およびその北東地域では，越川層の硬質頁岩が，忠類層の緑色

凝灰岩と直接している。

このような上下地層の接触状態からみて，この地層と奥薬別集塊岩層は，側方に指

交する関係をもった，ほぼ同時期の地層と考えられる。

層 相: おもに硬質頁岩と泥岩から構成され，砂岩・凝灰岩および堅硬凝灰質泥
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岩や集塊岩をともなっている。

硬質頁岩は，暗灰色の色調をもち，厚板状層理を示している。白色の浮石粒を多く

ふくみかなり凝灰質である。風化すると，角板状に破砕するが，ときに介殻状断口を

とるものもみられるの

泥岩は，暗灰色で，やや硬

質である。板状層理を示すも

のが多い。分級が悪く，砂粒

や細礁を交えている。また，

珪藻質有機物片をふくんでい

相タ

G o

砂岩は， .!J粒~細粒のもの

で，やや硬質である。帯青灰

色~淡灰色の色調を示してい

る。かなり凝灰質であり，と

きに浮石礁や安山岩角片をふ

くんでいる。一部の岩相に，

縞目状葉理が発達している。

凝灰岩は，浮石にとむ粗患

なものと，やや堅硬な泥質凝

灰岩とがみとめられる。前者

は淡灰色ときに淡緑色の色調

を示した塊状岩相であるが，

後者は灰白色で，角板状層理

を示している。

集塊岩は，遠音7J1j川上流に 第 3 図越川層の硬質頁岩岩相(幾品川)

みられ，拳大の亜角礁が大半をしめ，その岩相は，奥薬別集塊岩と同様である。

堅硬凝灰質泥岩は，暗飴色の色調をもった琉璃質泥岩であるo T)- じ ように堅硬であ

って，破砕面は介殻状断口をとり，黒曜石と類似している。

この地層は，図幅内の脊稜山系の北西側に広く分布するが，層相は，地域的に多少

異なっている。
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地層の発達状態は，奥薬別集塊岩層の厚く発達する市西地域で悪く，北東地域で厚

く発達している。

南西地域では，硬質頁岩と泥岩との板状互層であり，上部で砂岩や泥質凝灰岩をま

じえている。また，互層中には，ときに厚さ 30cm-1 m の暗飴色の堅硬凝灰質泥岩

をはさんでいる。なお，局部的に層間摺曲の発達がみられる。

北東地域では，中・上部は硬質頁岩・泥岩および砂岩の互層で，ときに砂岩をまじ

えているのまた，中・下部には淡緑色の浮石質凝灰岩を数帯はさんでいる。

そして，これら両地域の中央部を占める糠真布川では，この地層の一部と下位の奥

薬別集塊岩層の一部とが互層し，また金山川上流では，後者に相当する地層が越川層

の硬質頁岩中にはさまって発達している。

全域をつうじて，各所に泥灰質問球を散点的にふくんでいる。

化石: 化石は団球内または泥宕中からわずかに産出する。しかし鑑定が可能

なものは，ほとんどえられなかった。

層厚: 幾品川で 270m，奥薬別川で 170m ， オチカパヶ川で 1 ， 520 m，オショ

バオマプ川で 1 ， 300 m 以上，金山川でし350m 以上の層厚を，それぞれ示している。

III.2.1.5 幾品層(改称)

1953 佐々保雄:幾!日屑

模式地: 幾品川下流域

分 布: 幾，fJ' lJ11 ・奥薬別川・オチカパケ川のそれぞれ下流，崎無異川中流域およ

-び知布泊~オモタイ沢口問の海岸沿いの地域に発達している。

構造: 下位の越川層とほぼ一致した構造を示している。なお，知布泊の沢およ

:びオチカパケ川では，小さな背{j\、↓・向斜構造を形成している。

関 係: 下位の越川層とは硬質五岩の上限で境している。両地層の関係、は，幾品

第 4 図 幾品層基底部と越川層との関係(幾品 JII)

不規則面が基民間で，その下位層中に薄い凝灰岩層を挟んでいる
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川とオチカパヶ川でよく観察できる。

幾品川 I: 幾品川中流の 103.08 m 水準点のわずか上流側の右岸段丘庄。

第 4 図に示したように，両地層の境界面はし、ちじるしし、不規則面をつくっている。

越川層の最上部岩相は，やや硬質の板状泥岩であって，薄い凝灰岩層をはさんでい

るむまた，幾品層の基底岩相は，礁岩にとむ凝灰質砂岩との互層であって，保岩の構

成時は，大半が角~亜角形の硬質頁岩で，ほかに浮石質凝灰岩・砂岩・安山岩などで

ある c そして，この基底岩相の基底面と越川層最上部の凝灰岩との問の地層間際、が漸

次薄化している。また，両地層の傾斜は，わずかに斜交している。

第 5 図 幾品層基底部の喋岩相(幾品川I)

オチカパケ JiI: オチカパケ }I! ~l より1. 5 kml-_流の左岸露出

ここでは，岩柑が杭状でやや硬い頁岩から泥岩に移り変る部分に，厚さ1.5m の含

礁砂岩層をはさんでいる。この砂宕中には，下位の硬質頁岩と [Iij質の角~円形喋を多

数ふくんでいる。ほかに， {手石質凝灰岩や安山岩の円喋も，かなりふくんでいる。こ

の様質砂岩の主主底面は，下位の地層層理耐と、ド行している c また，この地層の上下の

岩相の走向・傾斜はほとんど変らないc

以上の 2地点でみられる地層累積関係は，基底岩相巾に下位地層から供給されたと

思われる硬質頁岩の角~円形僚を多くふくんでいる。この事実は，幾品層の堆積一の初

めに，越川層の一部が削剥を受けたことを示している心しかし，両地層の累垂状態は
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図幅内のほかの地域ではほとんど整合的であって，構造上の相違はみとめられない。

それで，この関係を今後の広範囲の観察結果に待つことにする。

なお，図幅南東隅に発達する集塊岩は，奥薬別集塊岩をおおっている。しかし崎

無異川流域では，浮石質凝灰岩・シルト岩相と漸移して，上部に発達する。

層 相: 全層をつうじて，泥岩・砂質泥岩および細粒砂岩の互層から構成され，

浮石質凝灰岩・凝灰質砂岩・堅硬な暗飴色破璃質泥岩などをはさんでいる。↓かし，

図幅南東隅は，集塊岩で代表される。

泥岩は，暗灰色の色調をもち，塊状を示しているが，一部はやや硬質で厚板状層理

が発達している。風化すると，淡灰色となり，茶褐色の年輪状縞目が形式されている。

砂質泥岩は，暗灰色で，偽層葉理が発達している。そしてたむらくも状、の偽層葉

理をもった細粒~中粒砂岩の不規則塊をふくんでいる。

細粒砂岩は，淡緑灰色の色調をもち，塊状で偽層葉理を示している。分級が悪く，

いく分凝灰質であって，ときに浮石擦をふくんでいる。町

この地層の正常堆積岩類は，下位の地層にくらべて，岩相の地域差はほとんどみら

れない。

基底岩相は，まえにのべたように，幾品川とオチカパケ川で硬質頁岩礁を主構成員

とした礁岩が発達している。そのほか地域では，基底岩相はみとめられなかった。

第 6 図 幾品層中の凝灰質砂岩と浮石質擬灰岩互層岩相(奥薬別川〉
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中部から下部の岩相は，泥岩と砂質泥岩の互層であって，とくに中部で砂質泥岩が卓

越している。互層中には，浮石質凝灰岩と凝灰質砂岩の薄互層帯を数枚はさんでいる。

上部は，細粒砂岩の卓越した砂質泥岩と砂岩との互層で，浮石質凝灰岩や凝灰質砂

岩を介在している。また，一部に細粒礁岩をはさんでいる。

この上部の岩相は，偽層の発達がいちじるしく，ときに，白色の浮石細片による縞

状層理がみとめられる。

全層を通じて，泥灰質団球，硬質頁岩や泥岩ときに安山岩などの円形細礁および化

石をふくんでいる。

集塊岩は，黒色安山岩塊を暗灰色の砂質火山灰で凝固したものである。岩礁は拳大で

ある。新鮮で，鉄黒色を呈しやや光沢をもっている。その中に斜長石の斑晶が，ご

くわずかにみとめられるが，有色鉱物は目立たない。

鏡下で、は，新鮮で，斑晶は，斜長石・紫蘇輝石および普通輝石よりなる。斜長石

は，曹灰長石である。自形をしめし清透で，累帯構造は外縁部にみられ，輝石・鉄

鉱を包かしている。紫蘇輝石は，自形長柱で，多色性はいちじるしくなし、。普通輝

石は，柱状であるが，やや円味をおび，割目がいちじるしい。

石基は，ガラス基流品質で暗褐色ガラスにとみ，そのなかに微細な析木状斜長石

および粒状の単斜，斜方の両輝石および微小な鉄鉱が散在する。

この地層に対して， 1953 年佐々保雄が初めて，幾品層と命名した。しかし地層に

のめり7)

対する明確な定義は，なされなかった。以来，同氏および 2， 3 の調査者の報告書に幾

品層という地層名が用いられてきたが，岩相上および古生物上で区別されなければな

らない地層を，同じく幾品層として取扱っている場合が多い。

したがって，この図幅では，佐々の幾品層を再定義して，新たに幾品川流域を標式

地とした地層に対して，幾品層と命名する。

化石: 全層を通じて，二枚介・巻介および珪藻類の化石を産出する。産出化石

中，同定できたものはつぎのようである。

Portlandiathraciaeformis(STBRO.)

Patino ρeden sp. Lucinomasp.

Clinocardiumcaljforniense(DESH ・)

Seripes1ゆero ω(DESH.)

Macomasp.p.

Conchocerabisecta(CONR.)
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層 厚: 幾品!I I で 550m ，奥薬別川で 520m 以上，オチカパケ川で 3∞ m，海岸

で 370m の層厚をそれぞれ示している。全域をつうじて，下位の越川層の厚い地域で

は，この地層の層厚は薄くなっている。

III.2.1.6 知布泊層(新称)

模式地: オチカパケ川口からオタモイ沢口までの間の海岸

分 布: 知布泊からオタモイ沢口までの間の海岸沿い，オチカバヶ川下流および

奥薬別川下流域などに，小規模な範囲に発達している。

構造: 幾品層の上位に続いて，知布泊海岸では， N108~25° E ・ 35°~508NW

の走向・傾斜，オチカバケJIlから海岸にかけた地域では， N10o~20° E 方向の軸延長

をもった向斜構造と背斜構造を形成している。

関 係: この地層の下限は，下位層の細粒砂岩から操質岩相に移る部分において

おり，幾品質とは整合漸移している。

第 7 図 知布泊層(知布泊海岸)
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層 間: 喋岩・合概砂 ¥4' • f，少岩およびィ疑lポ古から構成されている。

喋宕は，大/J業質から柵機質の岩相の不規則立層であるつ機は， f王 20cm 以ドときに

50cm前後の円喋~亜円時であって，概量は争く軟弱であるつ概種は，安山岩にとみ，

ほかに硬質百口. i宅計・凝灰行などをともなっている。また，砂右相をレンズ状にふ

くんでいるコ

砂宕は，南青灰色の色調をもち軟 ~j~j である

全般に分級が忠く， f/Y.! 脅葉 f唱が発注している。時岩や会機砂右相をレンズ状にふく

んでいる方

この地層は，基!氏に， ;享さ 10 m ttl二の巨慨をふくむ軟強なh集計が発注している。

全!曹が時貫主?と砂岩との互 l脅であ~)て， iA!百周j聖がし、ちじるしい。ときι乱堆積岩

相を示してし、るヴ

化 イ~ : 現在のところ主見されていないコ

)吾 j字: 知行it(l海岸で 220m 以上の層厚をノJ' している。

III.2.2 新第三紀(鮮新世?)の火山岩類

1II.2.2.1 小海別岳集塊岩(新称)

この地層は，小海~Ij岳 H)JI (海事 j川と現説明 j川にはさまれる地域)に良好に露出し

ているつこの地層は，奥義日 !J 川で忠、類層喪主日 I] 集t翌日!脅を不整合におおい，海時 IJ 川で

海5)Ij 火山噴出物に不幣合でおおわれているヴ

この地層は， I享い集塊岩!香川、海 ~jiJ 岳頂 u、j-近て ι J. 400m をこえる)で特徴づけら

れ， 10 線沢上流で、は 1 枚，奥義日 I! 川より珂北方にはいる小沢では 3 枚の，ヰ~，'§:安山岩

の市岩を挟在するが， 12 線ift および海別川流域では，集 JI.程岩だけから構成されているつ

また，この集 J鬼岩)暑の噴出の中心は，扶在する J存店流の傾斜から推定すると，おそら

く小海別岳の頂上付迂にあると忠われるつ

この地層の地質時代が，新第三紀鮮新 jtt であるか，あるいは与弟 3四紀 1洪jJ共J~ 積甘刊昨 iそ:であるか

を決定でで、きる十分な碍確;入￥迫， 1/説j乱l

ており， しかも，この地曹を貫向いているお脈が，主体としてかなり結泥石化作用を

うけているコこれら f乃ことを考慮すれば，町一新世とするブ jがより適切であろう c

集塊岩の岩質は，凝灰質の県民の ft Jに県別 1大~事大の安山岩機を多数ふくんでおり，

まれに人頭大の蝶をふくんでいるコこの僚は，挟在する安山岩熔右と同質であって，

灰黒色~黒色で i
、

i長イ "輝行の jYf 品を散点しているつ
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この礁を鏡下で観察すると，次の通りである。

斑状構造を呈し，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉磁鉄鉱。

斑晶斜長石は， lmm 以下であって， An58-74 を示す。斑晶普通輝石は， 0.5

mm 以下であって， X==， Y: 淡褐緑色， z: 淡緑色の多色性を示す。斑品紫蘇輝石

は， O.5mm 以下であって， X: 淡褐色， Y: 淡褐緑色， z: 淡緑色の多色性を示す。

石基は，毛せん状構造を示し，褐色ガラス・斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄

鉱から構成されており，燐灰石・クリストパノレ石を微量ふくんでいる。

III.2.2.2 735.3m 熔岩(新称)

735.3m を中心として分布し，糠真布川中流のー支流に好露出しているほかは，ゅ

の岩石からなる崖錐が広く発達しているにすぎない。

下位の越川層を不整合におおっているが，崖錐堆積物が発達するために，段丘堆積

物やほかの地層との関係は，全く不明である。したがって，その噴出時代が，新第三

紀鮮新世であるか，第四紀洪積世であるかは明らかでない。ただ，いちじるしく地形

が解析されているので，鮮新世の可能性が強い。

この岩石は，暗灰色の粗緊な岩石で，斜長石や有色鉱物の斑晶の目立つ含かんらん

紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

鏡下で観察すると次のようである。

斑晶は，斜長石〉普通輝石ー紫蘇輝石〉かんらん石であり，斑状構造を呈する。

斜長石は， 清澄で累帯構造いちじるしく， An60-70 である。紫蘇輝石は， 0.6

mm 以下のものが多く，しばしば単斜輝石の反応縁をもっている。普通輝石は， 0.5

mm 以下のものが多く，短柱状ないし粒状形を呈し，一部緑泥石におきかえられて

いることがある。かんらん石は，微量で，粒状形をしめしイデング石化がみられる。

石基は，ガラス基流品質構造をしめし，褐色ガラス・単斜輝石・磁鉄鉱から構成

され，少量の斜方輝石・クリストパル石をともなう。

III.2.2.3 707m 熔岩(新称)

707.5m を中心として分布し，植別川の支流に好露出がみられる。

下位の奥薬別集塊岩層およびこれを貫ぬくプロピライトを不整合におおって発達す

る。この熔岩も，地形の解析度から，その噴出時代は， 735.3m 熔岩と同時代であろ

うと考えられる。

灰黒色徴密で，斜長石・輝石の斑晶を肉眼でみとめることができる，普通輝石紫蘇

輝石安山岩である。

斑晶は，斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石で，斑状構造をしめず。斜長石は， 0.4-
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1.3mm の長柱状・卓状形を呈し， An55-65 の組成をもっ。ときに，両輝石と粟斑

状集合体を形成することがある。紫蘇輝石は， 0.5-1mm 大の長柱状形をしめし，

単斜輝石の反応縁をもつものが多 L、。普通輝石は，短柱状で，累帯構造をしめす。

石基は，ハイアロピリティック構造をしめし，斜長石・単斜輝石・鉄鉱・褐色ガ

ラスからなり，単斜輝石粒の反応、縁をもっ斜方輝石を少量ふくむ。

111.2.3 脈岩

III.2.3.1 プロピライト

崎無異川上流の北根室鉱山の周辺や植別川中流に標式的な露出がみられ，ほぼ南北

方向に帯状に発達する。

この岩石は，奥藁別集塊岩層の中に岩床状に貫入したものである。その道入時代は，

岩相と岩質上とから，奥，葉別集塊岩層をもたらした火成活動に引続くものと解される

ので，ほぽ越川層堆積時に相当しよう。その岩質は，錐山プロピライト・グリンタフ

複合岩体のプロピライトと同様である。

III.2.3.2 斑状石英安山岩

奥薬別川上流の 2 ヵ所に，好露出がある。錐山プロピライト・グリーンタフ岩休中

のグリンタフを貫ぬき，その接触部付近は，珪化・黄鉄鉱化作用がいちじるしい。

その道入は図幅内の大成活動からみて，奥薬別層堆積以後に行なわれた，とみるの

が適当である。

この岩石は，淡緑白色を呈し，粗粒堅硬で，新第三紀近入の完品質岩石の辺縁相に

相当するような岩相をしめす。

鏡下で観察すると，次のようである。

斑状構造を呈し，斜長石・石英・角閃石よりなる。石英は， 0.8mm 大の円形融

蝕状ないし楕円形状を呈し，一般に清澄である。斜長石は，通常，明瞭な輪郭をもっ

ているが，その内部は，炭酸塩鉱物・曹長石・緑簾石・絹雲母・緑泥石で交代され

ており，新鮮なものはほとんどみあたらない。角閃石もまた，新鮮なものは少なく，

ほとんどすべて緑泥石におきかえられ，さらに細粒石英で交代されている。ために，

その結晶輪郭は不規則となる。ほかの初成有色鉱物はみとめられない。

石基は，主として微細のモザイック状の石英集合体におきかえられているが，そ

の中に不規則粒状形の炭酸塩鉱物や緑簾石集合体もみられる。同時に不規則な硫化

鉄鉱も鉱染状に発達する。

III.2.3.3 組粒玄武岩

越川層を貫ぬく岩脈および貫入岩床として，越川層の分布する地域には，随所に露
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LjJ する。概観すると，岩床状のものが圧倒的に多く，なかには，玄武宮といわねばな

らぬものもみられるが，粗粒玄武宥で代表されるつ

この組粒玄武岩が幾品層に注入している事実は，まだみとめられていないので，そ

の貫入は，幾品層堆積以前に行なわれたものと考えられる。

この岩石の新鮮なものは，柱状節理が発注し，黒色を呈するが，多くは多少変質し

て帯緑黒色をしめす。また，風化すると，玉ねぎ状石理をしめして，集I鬼岩相をおも

わせるつ

鏡下では，斑品として通常，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石がみとめられるつとき

には，少量のかんらん石をふくみ，また両輝石のうちのいずれかを欠くことがあるつ

斜長石は，曹灰長石~亜灰長石の組成をしめし，長柱状で，累常構造をしめすもの

は少なく，通常新鮮であるつ普通輝石は，柱状で，大部分は緑泥石におきかえられ

ているっ紫蘇輝石も同様であるが，少量であるつ

石基は，填問組織をしめし，斜長石・緑泥石化した単斜，斜ガの両輝石および鉄

鉱からなる。

III.2.3.4 安山岩 1

糠真布川中流のー支流に露出し，越川層を岩床状に貫ねき，海別岳火山噴出物にお

おわれている。その貫入時期は，新第三紀末と考えられるつ

この岩休は，ひじように小規模なもので，普通輝石紫蘇輝行安山岩からなる。

斑品は，斜長石三、紫蘇輝石普通輝石であるつ斜長石は， 1.5mm 以下で柱状を

~::し，中性長石付近の成分をもっている。紫蘇輝石は，長柱状~柱状で，普通輝石

にくらべて大型であるコ普通輝石は，短柱状ないし粒状形を日 L，時には双品や波

動消光をしめす。

石基は，填間組織に近い構造をしめし，斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱からな

り，少置の斜方輝石をともなう。

III.2.3.5 安山岩 2

この岩脈は， 12 線沢左岸に，高さ SOm の断崖をつくって露出している。小海別岳

集塊岩層を貫いているので，その貫入は，鮮新世?であろう。その露頭においては，

乱れた細かい柱状節理がみられ，岩質は黒色散密で，ほとんど斑品はみとめられない。

この岩石を鏡下で観察すると，次の通りである。

斑品は，ほとんどみられず，斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石。

斑品斜長石は，約 O.5mm で， An43 を示す 8 J)I 晶紫蘇輝石は， O.3mm で，淡

褐緑色~淡緑色の多色性を示す。斑品普通輝石は， O.2mm で，淡褐色~淡褐緑色
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の多色性をノj，す J

石基は， 典型的なはり主主流品質構造をぷ L ， 多量の褐色ガラス Ijl に 0.07 mm 前

後の斜長石の短1H}状結品がみられるつその他少量J: の紫蘇蹄イニi および微量の fI-通輝石

が存在する J なお，ガラスはかなり続泥μ 化している J

III.2.4 第四紀層

この|ざII幅内に兎達する第四紀層は， J71J詰世の海げIJ 火 \1 i1リ'Wl物・ JilJ ~:IH 火山明 IU物・

段丘J#:積物・朱円j醤などや沖積 tH:の υIJl ;~j支店:堆積物・ Ji~jH)性的物・砂丘. (rpfJUlJ i匝版

刷積物などである?

III.2.4.1 1, 019.6 m 熔岩(新称)

1 ,019.6 m から北部につらなる青紫にそって，比較的広範凶に分イりするu

ド i立は，忠頑)曽・ t英，長日IJ 集明1'1)骨・越川)骨を-1<1寝台におおい， I川-.i

1山lハ\[1噴l噴員釘i山11 物の:某皐某i底熔岩におおわれるつその活動期を決定する資料にとほしいが，海日IJm·

速古別岳火山と同様に青紫部に(，'i.~置しかっ， f高三紀!持が， t~~1首 700m まで出出して

いるので， 第四紀洪積世として取倣ったつだが， 1い川凶刈J山川II]火山よりも III附(付十キ;11方が:;(1解t的昨伴4午'i))土1功t析t

ので， 1l:J期の形成て、あろうっ

It白黒色を呈し f~，~l!更にして，斑iih の日。:たない合かんらんイi紫称輝1i 昔j虚輝イ i 'i( \LJ

引であるつ

JX1 品鉱物は， ;Nf 長ィ-1 、普通悔ιij 紫保輝三i かんらん:-f.r であるつ科長;行は， 0.8

mm 以ー下で， An55~65 の組成をもち，累，市'構造の兎達はいちじるしくない。日 j: J虚

輝石は， 0.7mm 以下で， 場開にそって褐鉄鉱質物が発達し， CZ=41(~45() であ

るの紫蘇輝1::1ーは， 0.5mm 以下の長柱状形をしめすが，Ilミ斜輝石のb(!也、繰はみられ

ず，まれに緑泥石でおきかえられているっかんらん訂の多くは， j/;j 辺古 [S や害 IJ 日にそ

ってイデングイ j化がみられるつ

イj基は，完品質に近く，柱状斜長石・利 )j ， lji ，jn の IJlj 輝イニ i ・鉄鉱からなる。

III.2.4.2 遠音別岳火山噴出物

1961:杉本良也，松下勝秀: 速庁別民火 IIJI 噴 111 物

同IIIJ 日北東|偶より Iff 部にかけて広範囲に分布し， ド位の， I生川同およびこれを位向く組

粒主式古を不整台におおって琵達するうしかも，この基盤は，株高 600m H近までみ

られ，火山噴出物の厚さは， I斗 l隔 I}~ では， 300m 位となる。その噴 IJllLj 代は明確では

ないが， j也形上 \11 体の解析が十 u 、 11進んでいるので，いちおう洪砧 1H:とした。隣接の長

入.I ii i'丹凶ljJ面の調査が進むにつれて，噴出!H j {l(やその段構などについての火山発注史が

より明確に杷握されようっ
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III.2.4.2.1 集塊岩

図幅北東隅に小規模に分布し，隣接宇登日図幅に連なるものである。粗粒玄武岩を

不整合におおい，基底熔岩におおわれる。

一般に無層理で，拳大の亜角擦の安山岩塊の間を，黄灰色の同源の凝灰質物が充填

する。岩塊は均質で，陪灰色を呈し，粗露である。

斑晶鉱物は，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱である。斜長石は，曹灰長石付

近の成分をしめし，柱状自形のものが多く，黒帯構造の発達はわるい。ときには，有

色鉱物をポイキリティックに包かすることがある。紫蘇輝石は，長径 0.5mm 大の

長柱形で，単斜輝石の反応縁をもっている。普通輝石は， 0.5........0.9mm 大で，自形

ないし半白形を呈し， CZ=42°-44° である。

石基は，主としてガラスからなるが，その中に析木状の斜長石と粒状形の斜方，

単斜の両輝石・鉄鉱が散在する。

III.2.4.2.3 基底熔岩

図幅南東隅に分布し，隣接宇登日・春苅古丹・羅臼の諸図幅に連なるものである。

すでにのべたように，越川層は標高 600m 付近までに分布するが，これを不整合にお

おい，集塊岩を整合におおって発達する。

この熔岩は，通常柱状節理が良く発達しており，斑品が目立ち，上述の岩石よりも

珪長質である。

斑品鉱物は，斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石である。斜長石は，長径 lmm の長柱

状結晶をしめし，曹灰長石 (An 50........55) の成分をしめす。普通輝石は，長径 lmm

大で， ときには褐鉄鉱質物で汚染されることもあり， CZ=42°........45° である。紫蘇

輝石は，長径 0.5mm 大の自形長柱状結晶が多く，単斜輝石の反応縁をもっ。とき

には，これらの斑晶鉱物が，緊斑状の集合体を形成することがある。

石基は，結品質で，中性長石・斜方・単斜の両輝石・鉄鉱・鱗珪石およびガラス

からなる。

III.2.4.2.3 615m 円頂丘熔岩

基底熔岩の南東部にドーム状をなして凸出し，山麓は崖錐堆積物でおおわれてい

る。この熔岩は， 暗灰色を呈し，堅硬で， 斜長石・有色鉱物の斑品がみとみられ

る含かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

斑晶は，やや多量の斜長石 (An45-55) ・紫蘇輝石・鉄鉱および少量の普通輝石

と微量のかんらん石(イディング石化)からなる。

石基は，ハリ基流品質で，褐色ガラスおよび斜長石と少量の斜方，単斜の両輝石

をふくむ。
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III.2.4.3 海別岳火山噴出物(新称)

海別岳火山は，忠類層，奥薬別集塊岩層および小海別岳集塊岩層をおおって噴出し

た火山である。火山構造の見地から基盤岩類、をみると，植別川源流において，忠、類層

が海抜 1 ，050m 付近までみられる事実が注目される。この事実は，火山噴出物の)享さ

がひじように薄し、一一わずか 350m しかなしトーことを示しており，興味深い。ま

た，地形的にもいちじるしし、非対称地形を呈しているが，これは，海別岳火山が，基

盤岩類で構成された山地の低所を埋めて，おもに西方に熔岩を流したことに，原因を

求めることができる。

次に，噴出中心について検討してみよう。流紋岩質熔結凝灰岩は，噴出中心は不明

である。下部熔岩は，植別川源流部に露出がみられないことから，海別岳頂上より西

北方にあったと推定される。しかし中部および上部熔岩は，熔岩流の傾斜から，海

別岳頂上付近にあったと考えられる。

海別岳火山の噴出時代は，次の 3 つの理由一一(1)海別火山の噴出物は，小海別岳

東方において，小海別岳集塊岩層の侵蝕による凹地を埋めて分布している。 (2) 峰浜

南東の第 1 段丘の堆積物中に海別火山噴出物の擦をふくむ。 (3) 海別火山の解析度が

III.2.4.3.1 角閃石黒雲母流紋岩質熔結凝灰岩

第 8 図黒雲母角閃石流紋岩質熔結凝灰岩 直交ユコル x20

Hor: 角閃石 Bi O: 黒雲母 PI: 斜長石 Qz: 石英
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低い一一ーから，洪積世と考えられるつ

この熔結凝灰岩は，植別川源流部に小露出しかみることができず，厚さ，噴出源な

どは不明である。また，この熔結凝灰岩は，海周Ij川およびシュマトカリベツ沢におい

て熔岩流にはさまれている事実がないので，下部熔岩よりも古期の噴出物と忠われるつ

この熔岩凝灰岩は，強し、熔結作用をうけており，灰白色であって，科長石・石英・角

閃石・黒雲母の斑品をふくんでいるつ

この岩石を鏡下で観察すると次の通りであるつ

斑状構造を呈し，斜長石〉石英〉角閃石一黒雲母。

斑品斜長石は， 0.3-1.0mm大で， An27-35 をぷす。J)f品石*-は， 0.5- 1. 0mm

の粒度をもっ。斑品角閃石は， 0.3-0.5mm であって， X: 借褐緑色， Y: 緑色，

z: 濃緑色の多色性を示す。黒雲母は， 0.5mm であって，淡褐色~濃褐色の多色

性を示す。

石基は，多量:の褐色ガラス中に鱗珪石・クリストパル石・斜長石・アルカリ長石

の徴品を散点し，球頼をなすことが多 L 、。また， --_.部には，圧縮によって扇子化さ

れた軽石の構造をみとめることができる。

III.2.4.3.2 下部熔岩

この噴出物は，海別岳西北麓に好露出をみる。この噴出物は，挟在する集塊岩によ

って，少なくとも 3 枚の熔岩を識別できる。熔岩は，一般に，板状節理がよく発達し

ており，岩質は)天黒色散密で，科長石・輝石の斑品を肉眼的にみとめることができるつ

この岩石を鏡下で観察すると，次の通りであるつ

斑状構造を呈し，斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石〉磁鉄鉱。

斑品斜長石は， 0.2-1.2mm であって An49-64 の組成をもっ。 斑晶紫蘇輝石

は， 0.8mm 以下であって， 2V=-54-738 である。多色性は ， X: 淡褐色， Y:

淡褐縁色， z: 淡緑色を示す。斑晶普通輝石は， O.6mm 以下であって， 2V= 十48

_52
0
である。多色性は ， X: 淡褐色， Y: 淡褐色， z: 淡褐緑色を示す。斑晶かん

らん石は， 0.5mm 以下の粒状結晶として少量存在する。

石基は，はり基流品質構造をとり，多量の褐色コゲラス中に，斜長石・紫蘇輝石・

少量の普通輝石・微量のクルストパノレ石が存在している。

III.2.4.3.3 中部熔岩

この噴出物は，海別火山の主体を構成し少なくとも 6 枚(おそらく 10 枚以上)の熔

岩からなり，砕屑物をはさんでいないっ糠真布川源流部で、は，この噴出物の中部に，

灰長石大品(最大 5cm， 平均 1 em) を多量にふくむ熔岩流を 2 枚はさんでいるつこ

の特徴的な熔岩は，現在までの調査では，糠真布川源流部にしか見出すことができな

い。灰長石大品をふくむ熔岩は，多子L質赤褐色の基質中に，径 1em 前後の灰長石大
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品をきわめて多量にふくんでいる c この熔岩の基質の赤褐色の部分は，風化がいちじ

るしく，組織および構成鉱物を識別することが困難である。これら 2 枚の，合灰長石

大品の熔岩流のうち， 上位の熔岩流の上下には，まれに灰長石大品(最大 3cm，平均

1em) をふくむ熔右-流(灰長石大品をふくむ点をのけば，この噴出物の一般的な岩相

を示している)がみられ， リズミカルな火山活動を示すものとして興味深い。

これらの熔岩は，灰長石大品を多量にふくむものをのぞいては，庁、色敏密で，板状

節理がみられることもある。また，肉眼的に，斜長石・かんらん石・輝石の斑品がみ

とめられる。

第 9 図 中部熔岩(含紫蘇輝石普通輝石かんらん石玄武岩) 直交ニコル x20

PI: 斜長石 Aug: 普通輝石 01: かんらん石

この岩石を鏡下で観察すると，次の通りである c

斑状構造を{~~: L，斜長石、ごかんらん石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉磁鉄鉱

斑品斜長石は， 0.5- 1. 5 mm 前後のものが多く， An72-83 の組成をもっ O 斑品

かんらん石は， 0.3- 1. 5 mm であって， 2V= 士86
C

-90° の値を示す。斑品普通輝石

は， 0.3-1.5mm であって， 2V= → 45°_50° の値を示し，多色性は X: 淡褐色，

Y: 淡緑褐色， z: 淡緑色である o VI 品紫蘇輝石は， 0.1-0.6 mm であって， 2V=

_830 の値を示し，多色性は，淡褐色~淡緑色を示す。

石基は，典型的な填間構造をノJ~ し， 0.5mm 前後の斜長石・普通輝石・微量の紫

蘇輝石の聞を少量の褐色ガラスが埋めている。石基斜長石は， An56-75 の組成を

もっ。石基普通輝石は， 2V=35
c

-47° の値を示している。
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なお，灰長石大晶は An85-93 の組成をもっている。

III.2.4.3.4 上部熔岩

この熔岩は，海別岳頂上付近に小規模に露出しており，板状節理がみられる。岩質

は，黒色轍密であって，肉眼的に斜長石・輝石の斑品が識別できる。

この岩石を鏡下で観察すると，次の通りである。

第 10 図 上部熔岩(含かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩) 直交ユコル x20

PI: 斜長石 Aug: 普通輝石 Hyp: 紫蘇輝石 01: かんらん石

斑状構造を呈し，斜長石〉普通輝石弓紫蘇輝石〉かんらん石〉磁鉄鉱。

斑晶斜長石は， 0.1- 1. 8mm で， An52-61 の組成をもっている。斑品普通輝石

は， O.- l. Omm であって， 2V=+47°-5P の値を示し，多色性は X: 淡褐色，

Y: 淡褐緑色， z: 淡緑色となっている。斑晶紫蘇輝石は， 0.1- 1. 3mm であって，

2V= ー78°_86° の値を示し，多色性は X: 淡褐色， Y: 淡緑色， z: 淡禄色となっ

ている。斑晶かんらん石は， 0.2-0 .4 mm であって，微量存在する。

石基は，はり基流品質構造を呈し，多量の褐色ガラス中に， 0.05mm 以下の斜長

石・紫蘇輝石および少量の普通輝石・磁鉄鉱が存在している。

III.2.4.4 屈斜E火山噴出物
]0)

1959 杉本良也・長谷川潔: 屈斜巴火山噴出物

1960 松下勝秀: 屈斜呂火山噴出物)

模式地: 西に隣接する斜里図幅内の幾品川流域
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分 布: この図幅の西隅の幾品川下流域にわずかに分布している。

構造: N600-70W ・ 10°_17° NE の走向・傾斜を示している。

関 係: 下位の新第三紀層とは，走向・傾斜を異にしており，幾品川では，新第

三紀最上部の知布泊層を欠いて，幾品層と直接している。すなわち，新第三紀の各地

層を斜交不整合におおっている。

層 相: 灰白色の色調をもった軟弱な軽石質堆積物と細粒火山灰層との乱堆積状

互層であって，ときに，疎層・中粒~細粒砂層および有機質泥層を介在している。軽

石堆積物中には，木炭化した木幹や埋木などをふくんで・いる。この地層の基底部分は

砂礁にとむ火山砕屑岩相であって，安山岩・硬質頁岩凝灰岩・泥岩などの礁をふくん

でし、る。

砂層や泥層は， レンズ状岩相でふくまれている。

この図幅で屈斜呂火山噴出物として取扱った地層は，上にのべたように，明らかに
10)14)

水流の影響を受けた水成堆積物であって，隣接図幅地域内に発達する同層準の熔結凝

灰岩~浮石流岩相とは，岩相がひじように違っている。

層厚: 幾品川流域で 150m 以上に達している。

III.2.4.5 段丘堆積物

この図幅内では，地形でのべたように，現海岸線と斜交して， 3段の連続する平坦

面が形成されている。これらの各平坦面は，河床面からの比高および解析状態にかな

りの相違をみせている。

これらの平坦面の中で，もっとも古い標高 200m から 400m 付近までほぼ連続する

平坦面は，糠真布川中流の 357m 独立標高点付近で，段丘堆積物と思われる厚さ 5m

前後の礁層を残しているほかは，崖錐堆積物でおおわれるか，解析が進行して，礁層

はみとめられなかった。したがって，この図幅では，この平坦面をつくっていたと思

われる段丘堆積物は省略した。

III.2.4.5.1 第 1 段丘堆積物

図幅内で広い範囲に追跡できる高位の段丘堆積物であって， NE-SW み向の延長を

もった 80m-160m の平坦面をつくって，発達している。

知布泊からオチカパヶ川口』こいたる聞の，海岸沿い台地に標式的に発達している。

岩相は，大磯~細際質礁相と砂相とで構成されている。棟種は，安山岩を主体とし，

ほかに硬質頁岩，砂岩，泥岩，軽石などをともなっている。際径は， 30cm 以下のも
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のが大半を占め，ときに 50cm 以上の巨礁もふくまれている。

この段丘堆積物の基底面は，現河床から 3-8m の高さをしめしている。

この堆積物は，知布泊からオタモイ沢口の聞の海岸崖では， 20° 前後の傾斜角をも

った盆状向斜構造を形成している。この構造軸は，基盤をなす新第三紀層の向斜軸と

斜交している。

層厚は， 5m 以上に達している ο

III.2.4.5.2 第 2 段丘堆積物

第 1 平坦段丘面の前面で， これに並列した標高 20-80m の平坦面をつくって発達

してし、る。

岩相は，砂瞭層を主体とし，不連続な砂層，泥層を介在している。‘

i産層は，亜角~亜円形で，径 30cm 以下の瞭を砂や泥で充j買しており，礁種は，第

1 段丘堆積物の礁層と変りない。

この堆積物の基底面は，現河床から高さ 3m 以下の地点を占めているが，奥，葉別川

下流の 6 号付近では，現河床面が，礁層の中位にあって，基底面は下降している。こ

のことから， ?¥~ 1 段丘堆積物と同じく，この堆積物も向斜構造を形成していることが

うかがわれる。

層厚は， 3m 以上に達している。

III.2.4.6 朱円層(新称)

1960 松下勝秀: ll: 別砂際!暑の 1 部十斜皇居

この地問は，丙に隣接する斜里 l司幅の台地やデルタ地域に広く分布する地層と同層

準であって，この閃 III高内の両方地域の平担段丘而および背後地の丘陵山地を広くおお

って発注している。

構成岩相は，大半が，いちじるしく偽層した軽石賀堆積物であり，最上部に 50cm

ていどの火山灰質赤土をともなっている。

また，耳 t積物中に，厚さ 10-30cm の軽石層を 2 枚はさんでいる。

この堆積物は，宕相上ではまえにのベた屈斜呂火 III 噴出物と頬似している。しかし

朱円層中の葉理面は，ほとんど水干-であり， I孟i結度もかなり異なっている。

この地層を，隣接地域に追跡すると，斜里 Iヨ幅で、は止別砂磯層と斜里層，斜里岳|当
10)

幅では札鶴層，さらに西方の小清水|司幅では美 l幌層と，それぞれ命名された岩相の一

部または全部に連続している。また，小清水 fA 幅地域で島田が美幌層と呼んだ岩相は，
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美幌や女満別地域に標式的に発達する美幌層に対比されており，同議は，この地域で

美幌層中に介在される泥炭および泥層の花粉考察の結果，北海道東部地域の釧路付近

を標式地とする釧路統に対比している c

この図III長内では，朱円層は，奥薬別川下流域で，まえにのべた第 2 段丘堆積物をお

おって発達していて， ~"路統に対比することは困難である c

一方，朱円層および同層準の止別砂礁層・斜里信は，この図幅および斜里図幅内で
は，標高 20m 以上の平坦台地を形成している。

これらのことから，この凶幅では，朱円層の地質時代を，洪積世末期と考えておく。

層 厚: 奥菜、別川下流域で， 8m 以上の層厚を示している。

IIT.2.4.7 河岸段丘堆積物

幾品川の中流』←ー隣接武佐岳図幅との境界付近一ーや奥薬別川流域に，小規模に発

達する。そのほか，金 III ・オショパオスブ川にも，この種の堆積物がみられるが，地

質凶に記入するほどの境模でないので，削除した。

構成岩石はほとんど大差なし安山岩礁を主とする。礁の大きさは，頭大から竿大

のものが多く，その間を未凝固の砂質物が充填している。

III.2.4.8 崖錐堆積物

海別岳・小海別岳・ 735.3 mIllなどの火山噴出物の周辺を取り巻いて，広い範囲に

緩斜面をつくって発達している。

朱円j暑の上位をおおっている，また，この堆積物の末端は，標高 180m の地点にあ

第 11 図 海別岳山裾の平均台地(幾品川左岸の第 1 段丘面上より写す)

右端に 2 段の平Hi段丘面があれその右の緩斜面は 700 m [11 熔岩および崖錐堆積物

海別岳の手前の緩斜面は崖錐堆積物で，その前面に第 1 平周段丘面の発達である。

右端の露出は朱円層
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って，第 1 段丘堆積物を不整合におおっている。

構成岩相は，その背後山地を構成する火山岩角礁であって，径 50-10 em の岩塊を

砂喋で充填している。

III.2.4.9 砂丘

奥薬思1] )11 口付近の海岸線に平行して，現汀線から 50-200m 後退して分布している。

この砂丘は， 西に隣接する斜里図幅内からの連続であって， 2 列で発達している。

標高は， 10-15m である。

III.2.4.10 現河床辺濫原堆積物

海岸低地および現河川流域にそって発達している。

砂・喋・粘土を構成岩相としときに泥炭を介在している。

IV 地史

これまでのべてきたことに基づいて，この地域の地史を推察する。

知床半島地域の新第三紀中新世中期以前の地史については，地層の発達がないので

明らかでなし、。

この地域にみられる最初の堆積物は，緑色凝灰岩および、角礁凝灰岩を主体にして，

泥岩や砂岩を混えた海成火山性堆積層の忠類層である。この火山砕屑物をもたらした

火成活動は，海底火山噴出であって，その岩石学的性質は，初期の中性~塩基性の岩

石から後期の性酸へと，順次変移している。

忠類層の堆積にヲ|き続いて，奥薬別集塊岩層および越川層の堆積がおこなわれた。

この両地層は，ほぼ同じ時期の地層であって，この図幅の南部地域では，いちじるし

い火成活動によって，塩基性~中性岩石の集塊岩や溶岩が海底で噴出した。一方，北

東部地域では，凝灰質泥岩(硬質頁岩)を主体にした細粒堆積物が厚く堆積した。そ

して，この後期には，全域に泥質岩の堆積物が累積した。

越川層の堆積後，この地域の一部分は，削剥作用をうけ，つぎの幾品層の基底岩相

中に，多量の硬質頁岩礁を供給した。

また，越川層堆積時の末期から以降にかけて，プロピライトが忠類層や奥薬別集塊

岩層中に岩脈状に遊入し，なお，これと前後して，石英安山岩の小岩体が貫入した。

これら両岩は，いちじるしい鉱化作用をうけている。

これらの鉱化作用をともなった火成活動とは別に，越川層堆積後，ほぼ全域にわた
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って粗粒玄武岩が岩床状に道入した。

幾品層堆積期の海域は，下位の越川層時期のものよりもいく分浅海化していたよう

であって，堆積物は，下位の地層にくらべて，やや組く，分級も悪くなっている。

この幾品層時期の海域は，中新世から鮮新世に地質時代が進むにつれて，一層浅化

し，堆積物も，泥岩から砂岩へと漸変している。

そして，新第三紀最後の極浅海成の礁岩と砂岩との異常岩相を示す知布泊層の堆積

まで引き続いている。

これらの新第三紀の地層堆積後，大きな地殻変動がこの地域におこり，摺曲や断層

によって，地層はかなり複雑な地質構造を呈するようになった。

この地殻変動と相前後する，鮮新世末期から洪積世前期にかけて，火成活動が各所

におこり，普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩や集塊岩が噴出された。

この火成活動は，洪積世-初期Lこいたって一層激烈化した。そして，千島弧の方向に

並んで，海別岳・遠音別岳などの火山が形成し，熔岩や集塊岩を噴出した。この時期

の活動は，かんらん石普通輝石紫蘇輝石安山岩質であるが，海別岳では，その活動の

初期に角閃石黒雲母流紋岩を噴出している。

洪積世の火成活動が静まる時期から，この地域は，昇降運動による海岸段丘形成期

にはいり， 3 段の平坦基盤上に砂喋層を堆積した。なお，この段丘形成時にほぼ同じ

くして，隣接地域では，屈斜日火山の活動がはげしく行なわれて，図幅地域にも浮石

質や細粒の火山灰を降灰させた。

段丘化作用の終了後，この地域をふくめた斜里一知床半島地域は，操曲性の地殻運

動に支配され，段丘堆積物が盆状の構造に変移した。この運動が大きな規模で行なわ

れたものが止別デ、/レタ形成運動であって，デルタ内に朱円層と呼ぶ屈斜呂火山噴出物

の再堆積と考えられる軽石質岩相や砂操層が厚く堆積した。

朱円層の堆積にヲ|き続いて，平坦化作用や河岸段丘を形成するような基盤の動きが

おこり，朱円層が低い平坦台地を形成する Lこいたった。

この平坦台地形成期から以降が，沖積世にふくまれるものであって，山岳地帯の周

辺には崖錐堆積物が形成され，また各河川流域および海岸低地には，河床氾濫原堆積

物が累積しながら，今日↓こいたっている。

V 応用地質
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この地域は，古くから，銅・鉛・亜鉛・褐鉄鉱・鉄明磐石・硫黄・砂鉄鉱床の賦存

地帯として，注目されてきた。したがって，海別・北根室・海別鉄鉱山などの旧稼行

鉱山をはじめ，探鉱中のものや古い坑道が多数存在している。

これらのうち，賎金属鉱床およびその鉱兆地は，主として，新第三紀の奥薬別集塊

岩層より下位の地層，ならびにこれらを貫ぬくプロピライト中に発達し，鉱脈型式を

とる。通常，黄銅鉱・黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・石英・重品石の鉱物組成をしめし，

亜鉛にとむのが特徴である。しかし重品石を主とする鉱脈が，賎金属鉱脈付近に並

走することもある。

褐鉄鉱・鉄明磐石・硫黄鉱床は，第四紀の火成活動と密接するもので，海別岳周辺

に発達する。海別鉱山・海別鉄山は，その代表的なものである。そのうち，鉄鉱床は，

鉄明磐石をともなう褐鉄鉱床と，鉄明磐石をともなわぬ鉱床とに大別される。前者は，

削剥され，後者は現地形にそって分布するので，鉱床形成は，新旧 2 時期におよぶこ

とが推定されている。

また，奥菜、別川以西の海岸線にそっては，砂鉱鉱床がみられる。

このほか，海別鉱山付近およびオショパオマブ川中流には，温泉が湧出しているが，

立地条件にめぐまれぬため，利用されずに放置されている。また，植別川中流・崎無

異川上流には，それぞれ炭酸塩沈澱物をともなう鉱泉が湧出している。

V.I 賎金属鉱床

図幅南東隅の崎無異川流域に位置し，かつて，北根室鉱山の支山として，坑道探鉱

が行なわれた。そのうち，本流に位置する鉱床を崎無異鉱床，小支流のものを田中鉱

床と呼んでいる。

田中鉱床は，プロピライトと角礁凝灰岩とを母岩とする。前者中に賦存するものは，

鉱脈型式，後者は，坑道が埋没しており，併が沢をうめて露出にとぼしい。しかし

砕からみて，網状型式をとるようである。

鉱脈型式のものは，下流に位置し坑道掘道を行なっているが，角喋凝灰岩の個所

で埋没している。着鉱鉱体は，走向 N75° W，傾斜 75° SW ，樋幅 10-15 em で，走

向延長に 15m 追跡される。その錨先は， N30ー E の断層できられ，西押坑道まで転位

する。そこでは， N40ーW の走向をしめし，錘幅数 em となる。しかし，鑓押しを行

なわず，角傑凝灰岩をぬうように掘進している。一方，北向き坑道では，数 em の石

英・黄鉄鉱からなる徴脈がみとめられるにすぎない。
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崎無異鉱床は，プロピライト中に匹胎し， 2 条の鉱脈からなる。

図ァ目的イド

函角附岩

囚断片

図鉱脈

。 10 20M
1:::::==ゴ

第 12 図 田中鉱床見取図

第 13 図差無異鉱床見取図

- 35-

緑色 ~\Ht 邑

山奇無要川支}克



露頭は，上・下流にみられ， いずれも， N30ーW ・ 60-75° NE の走向・傾斜をも

っている。下流部は，プロピライトの節理にそって，黄鉄鉱(ほかの金属鉱物をとも

なわぬ)の鉱染がみられ，酸化して赤褐色を呈する。上流部も，これと同様であるが，

この中に鑓幅 25cm の重品石〉石英(微量の賎金属をともなう)帯が発達している。

上流の露頭に対し，立ち入れを掘進して着鉱し，さらに鑓押しを行なったが， N10ー

W の断層に逢着して中止している。

要するに，これら 2 鉱脈とも，鉱化帯としては，走向延長をもっているが，有用鉱

物の濃集する部分は不連続である。

そのほか，珪化・黄鉄鉱鉱染帯が，植別川中流に発達する上部忠類層および奥薬別

集塊岩層中のプロピライトに，それぞれみとめられるが，顕著ではない。

V.2 硫黄鉱床半

海別鉱山がこれにぞくし，海別岳の東山麓に位置する。かつて，峰浜から自動車道

路を閉さくして，採鉱と探鉱が行なわれたが，現在は休山中である。

鉱床の賦存する位置は，長径 400m ，短径 200m の爆裂火口と考えられるような地

形の所で，壁面とその小さな湿地帯周辺に，昇華型と沈澱型の硫黄の露頭がみとめら

れる。鉱染型硫黄は，現露頭ではみられないが，昇華硫黄の一部分が局部的に鉱染鉱

床のようなみかけをしている所があり，このような部分では珪化帯が発達し母岩の

変質も広い範囲にわたって行なわれているので，下部には鉱染型鉱床の匹胎する可能

1生もある。

V.3 褐鉄鉱鉱床

褐鉄鉱に鉄明馨石をともなう鉱床と，褐鉄鉱だけからなる鉱床に大別される。

V.3.1 褐鉄鉱・鉄明磐石鉱床
]2)](;)

これには，海別鉄山と知布泊南西の鉱床がある。

海別鉄山は，糠真布川の上流 4km に位置し，川沿いには，海別鉱山に通ずる自動

車道路が閉さくされているので，立地条件にはめぐまれている。

この鉱床は，鉄鉱として第二次世界大戦中に採鉱・探鉱を行なったが，終戦のため

休山となった。当時の貯鉱が， 山元に約 2， α)()t ほど残っている。だが，鉄鉱として

は，硫黄分が多いので，今日まで放置されてきた。

5)

本北海道総合開発委員会事務局;知床半島地下資源調査報告(概報)による。
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鉱床周辺は，奥d葉別集塊岩層・越川層・崖錐堆積物・段丘堆積物で構成される o 前

二者は，鉱床の下盤，後二者は鉱体をおおっているようである。

鉱床は，新第三紀層の風化砂礁面上に沈澱(一部交代)したが，その後，自IJ剥作用

をうけて，現在みられるように凸状に鉱体がとり浅されたものであろう。

一方，鉱体の分布をながめると，独立標高 357m から西方に，帯状に配列する。こ

れは，おそらく含鉄鉱液の流路を指示するものとみなされる。

第 14 図海別鉄山露頭

褐鉄鉱 (L) と鉄明磐石(])の互層状態

鉱体は， 5 鉱体が知られており，主として，褐鉄鉱と鉄明馨石の互層からなる。し

かし，その互層状態は必ずしも一定しない。たとえば，標高 375m 付近に分布するも

のは，鉄明磐石のはさみがうすくなる。

これら各鉱体の規模は一様ではないが，低位面に発達する単位鉱体は， 600m2-ｭ

1,000 m円高位面のものは， 4 ,000 m2 におよび，その!享さは 2~4.5m である。貯鉱
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をあわせて，約 50 ， 000 t が見込まれる。

鉱石の品位は，下表にしめすように，不均質で，かつ，硫黄・燐の含有度が高い。

試 料 Fe% S74 P タぷ I K20 ガ

既 採 鉱 鉱 1誇| 35-45 5-7.5 I0.5-0.75¥2.5-4.5

褐 鉄
46-52 2-5 I1. 2-1 ・ 5 I1 -3

鉄 明 磐
石勾 33-41 6-10

1) 分析者: 地調北海道支所伊藤聡・狛
武]8)、，

2) 分析者: 北海道立地下資源調査所佐藤厳・二間瀬測・横山英

このほか，これと同型式の鉱床が知布泊西方の第 1 段丘堆積物の発達区域にみられ

る。その実体は，充分明らかにされていないが，幾品層の上位に鉄明禁石が発達し，

さらに上位の第 1 段丘堆積物の構成磯中に，褐鉄鉱擦が多くふくまれている。まだ，

まとまった鉱床を発見する Lこいたっていない。

V.3.2 褐鉄鉱床

海別岳山麓に，ほぼ現地形に支配されて，褐鉄鉱床が諸々に散在している。この型

式の鉱床は，鉄明磐石を随伴しないのが特徴で，品位も Fe=50 :%前後をしめす。 し

たがって，鉱量次第では，採鉱に値いする。現在，北海道立地下資源調査所土居繁雄

投師が，調査を進めているので，逐次その実体が明らかにされよう。

V.4 砂鉄鉱床

鉱床は，奥薬別川河口から旧海別川河口』こいたる聞の海岸線の沖積原にみられ，そ

の背後は砂丘堆積物で境されている。

鉱層は，地表下 3ω

が 1m 以上に達することが確認されている。その水平的拡がりは，延長 800m ，最大

幅員 25m である。そのうち，旧海別川河口に近づくほど，高品位となり，鉱層も厚

くなる。この部分を第二次世界大戦中に採掘した。さらに，海岸線と直角な南北方向

の賦存状況をみると，概して，海岸線よりも砂丘よりの方が，良鉱層となっている。

鉱石は，磁鉄鉱・チタン鉄鉱・有色鉱物・斜長石・石英からなり， Ti02=8-12 劣

である。高品位鉱は粒度 115 メッシュ，低品位鉱は 60-115 メッシュである。

中褐鉄鉱十鉄明磐石
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V.5 温泉

オショパオマブJII中流と植別川源流付近に湧出している。

前者は，越川層の硬質頁岩と粗粒玄武岩の境界付近から湧出し泉温は， 42ー (気温

*16ー C 測定)で，合硫化水素食塩泉にぞくする。交通にめぐまれぬため， まったく放

置されている。

一方，植別川源流付近に位置する海別温泉の周辺には，数個所の湧出口があり，そ

のうちの最上流のものは，海別鉱山開発時に利用され，現在も当時の浴槽がある。

泉担 47°C で，含重曹石膏泉にぞくし，下表にしめすような組成をもっている。

P.R· …・・…・・・・・・・・・・・・・・・・…日 6.3

RC03・・・・・・・・・・・・…一....... 446.2mg/l

free C02" …・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・ 189.2

Cl-・・・…・・・・…・・…・・・・・・・…・・ 7.5

total Fe …....…・・・・・・・・・・・…・・・・・・ 0.324

S042- .......……・・・・・・… ..1182.9

Mn·……..…・・………......… 2.36

Si······················· ・・・・・・・・・・ 65. 。
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分析者: 北海道立地下資源調査所技師 佐藤 厳

峰浜から温泉まで，白動車道路が通じているが，悪路と遠距離のため，ほとんど利

用されていない。

中 北海道立衛生研究所分析
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

MINEHAMA

(Abashiri-40)

By

Ryδya Sugimoto, KatsutoshiMitani,
KatsushideMatsushita& ToshimasaTakahashi

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Topography

Thetopographyofthismapareacanbedividedintothefollowｭ

ingfivemorphoJgicprovinceshavingcloserelationstothelithology

ofthebasement:

(a) Dissectedmountain province: Thisprovince occupies

morethantwo-thirdsofthemaparea, andischaracterizedbythe

Neogenepyroclasticandsedimentaryrocks.

(b) Volcanicmountainprovince: Thisprovinceiscomposed

largelyofQuaternaryvolcanoes. Itconstitutesabackbonerange

stretchingroughlyintheNE-SWdirection. Volcanoesbelonging

to this range retain their conical forms almost perfectly, as

exemplifiedbyUnabetsu-dakeandOnnebetsu-dake.

(c) Provinceoftalus andgentleslope: Thisprovinceis

locatedinfrontofprovince (b) , andformsalonggentlysloping

planecoveringprovinces(a)and(d).

(d) Levelterraceprovince: Thisprovincefacestheseaand
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stretchesintheNE-SWdirectionatanobliqueangletothecoast

line. Itcanbedividedintotwogentlyslopingplanes, oneat20

to80m abovesea level, andtheotherat80--160m. Inthe

geologicalsense, theformercorrespondstothesecondterraceand

thelattertothefirstterrace.

(e) Alluviallowlandprovince: Thisprovincecomprisesthe

fluvialplainsalongtheIkushina River, OkushibetsuRiverand

otherlargerivers, andthecoastallowlandwhichisratherextenｭ

sivelydevelopedwestofMinehama.

Geology

ThegeologyofthemapareaconsistsoftheNeogenesystem

accompaniedbyyoungerbedsandvolcanicrocks. Nobedsolder

thanNeogenehavebeenfound. TheNeogenesystemisincluded

inthegreentu 任 region ofeasternHokkaid6, andtheQuaternary

volcanoesandvolcanicrocksbelongtothe Akan-Shiretokozone.

Thegeologicsystemcanbedividedasfollows.

(Alluvi

ernary~

luvium

s , Onnebetsu-dake

lavas

_(735.3m lavas, 707 m lavasand
Neogene? ……Pliocene ?)

lKounabetsu-dakeagglomerate

Chiputomariformation

Ikushinaformation

PlioceneIKoshikawaformation
Neogene- 一……-- ~

MioceneIOkushibetsuagglomerateformation

Suizanpropylite-greentu 旺 complex mass

Churuiformation

TertiarySystem

TheChiiruiformation ,thelowermostmemberinthemaparea,
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iszonallydistributedinthecentralbackbonerange. However, In

thedistrictnorthoftheheadwatersoftheKanayamaRiver, this

formationisnotdevelopedduetofaulting. Lithologically, the

formationcanbesubdividedintoandesiticgreentu 旺 and liparitic

greentuff , indescendingorder;theformerisintercalatedwith

agglomerateandtu 妊ー breccia ， andthelatterwithliparite.

TheChiiruiformationcorrespondstotheRubesugreen tuff,
the Kasushinai-gawa rhyolite andtheMataochi-gawanevaditic

liparite, which are treated asthe members of the Chiirui

formationintheadjacentMusadake sheet.

ThelowerpartoftheChiiruiformationischaracterizedby

intrusionofpropylitewhichoccursasirregulardikesandsheets,

formingtheSuizanpropylite-greentu 旺 complex.

Overlyingthiscomplex, theOkushibetsuagglomerateisdevelｭ

oped.asisseeninthesouthwesternandsoutheasternpartsofthe

maparea. InthedistrictnorthoftheNukamappuRiver, the

agglomeratesuddenlybecomesthinandpinchesoutinthedrainage

basinoftheOchikabakeRiver. Intrusionoftheabove-mentioned

propylitemaybeaproductofthevolcanicactivityofthisstage.

TheOkushibetsuagglomerateconsistschieflyofpyroclasticrocks,

suchasagglomerate, tu百一breccia ， tu任 and lava, andisintercalated

withhardshale 、 mudstone andtu 百aceous sandstone. Thevolcanｭ

ismischaracterizedbypropylitizedandesiticrocks.butislocally

representedbybasaltorbasalticandesite, orandesiteisoccasionally

intercalatedwithbasaltorbasalticandesite, thusshowingquite

complicatedlithology. TheOkushibetsuagglomerateoccursinthe

horizonidenticalwiththatoftheTobatsu-zawatu 妊-breccia and

the Kunbetsu-gawa agglomerate, which are regarded as the

membersofChiiruiformationintheMusadakesheetadjacentto

thesouth.

TheKoshikawaformationinconformablewiththeunderlying

Okushibetsu agglomerate, but in the drainage basin of the

Nukamappu River, itispartiallyinterfingeredwiththelatter.
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Hencetthetwoformationsareconsideredroughlycontemporaneous.

TheKoshikawaformationiswidelydistributedinthenortheastern

areawherethedevelopmentoftheunderlyingOkushibetsuagｭ

glomerateispoor;inthesouthwesternareatheformationthins

away. Theformationconsistslargelyofhardshaleandmudstonet

accompaniedby sandstone, tu旺t and hard, compactt tu妊aceous

mudstone. Itcharacteristicallycontainsmarlymoduleswhichare

sporadicallyfoundthroughoutthedistributionarea. Fossilsoccur

inthenodulesandinthemudstonet buttheyarescarceandhardly

identifiable.

TheIkushinaformationcontactstheunderlyingKoshikawa

formationinalocalunconformity. Itisdistributedinthelower

reachesoftheIkushinaRivertOkushibetsuRiverandtheOchikabake

Rivert andalongtheseacoastbetweenChiputomariandOtamoiｭ

zawataswellasinthesoutheasterncornerofthemaparea. The

formationalongthecoastiscomposedofmudstoneandalternation

ofsandymudstoneandfine-grainedsandstone, intercalatedwith

pumiceoustuffttuffaceoussandstone, andhardt compact, dark-brown,

vitricmudstone. Inthesoutheasterncorner, andesiticagglomerate

occursontheabove-mentionedfacies. Thepresentwritershave

re-definedthepreviousIkushinaformationandhavenewlyadopted

thenameIkushinaformationforthebedshavingthetypelocality

inthedrainagebasinoftheIkushinaRiver. Theformationis

fossiliferous, andidentifiedspecies are Portlandiathraciaeformis

(STORO), Patinoρecten sp., Clinocαrdium Chaliforniense (DESH) ,
Serripesta.ρerous (DESH) , Conchocerabisect α(CONR). Buccinumsp.

etc..

TheChiputomariformationisanewlynamedformationresting

ontheKoshikawaformation in aconformableortransitional

relation. Itistypicallydevelopedalongthecoastbetweenthe

OchikabakeRiverandtheentrancetotheOtamoi-zawa. Itconsists

chieflyofconglomerate, gravellysandstone, sandstoneandtu 旺.

Theformationsstatedabove, exceptingtheIkushinaformationt
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containveryfewornofossils , sotheirgeologicageshavenot

beendeterminedasyet. Even thefossilsfromtheIkushina

formationaredeficientforagedetermination. Consequently, on
thebasisofthelithologiccharacters, thewriterstentativelyassign

theseNeogeneformationstotheagerangingfromMioceneto

Pliocene.

Inageneralview, themapareaisgentlyfolded. Ananticlinal

axis, strikingapproximatelyN30ー E, occursinthebackbonerange

wheretheoldestChiiruiformationisdeveloped. Intheeastand

westlimbsof theanticlinearefoundtheyoungerformations

lyingoneuponanother. Thereareseveralotheranticlinesand

synclines, strikingN-SorN20ー E;ofwhichtheanticlinalstructure

oftheKoshikawaformationinthenorthwesterncornerofthemap

areaandthedomestructureoftheupperChiiruiformationinthe

easternareaarenoticeable. Faultscanbeclassifiedintotwo

systems, oneisofaN-SorN20ー Etrendandtheothershowing

aN30ー--50ー W trendobliquelyintersectingtheformer. These

structuralmovementstookplaceaftertheChiputomariformation

wasdeposited.

DikerocksbelongingtotheNeogenesystemareasfollows:

porphyriticdaciteinthegreentu 旺 of theSuizanpropylite-green

tu 百 complex ， propyliteintheOkushibetsuagglomerate, anddolerｭ

iteintheKoshikawaandolderformations.

QuaternarySystem

TheKounabetsu-dakeandesiticagglomerate, 735.3m lavasof

olivinebearinghypersthene augiteandesiteand707m lavas of

augite-hyperstheneandesiteareassignedtothePlioceneage.

TheOnnebetsu-dake , Unabetsu-dakeand1019.6m Volcanoare

Quaternaryvolcanoes. Theejectaconstitutingthesevolcanoes

areroughlycontemporaneousandareextensivelydevelopedinthe

backbonerange.

TheejectaofOnnebetsuVolcanocanbeclassifiedintothe

agglomerate , theupperandlowerlavas, andthe615m parasitic
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lavadome, allshowingandesiticcharacters.

TheejectaofUnabetsuVolcanocanbeclassifiedintothe

welded tu 妊 (horndlende-biotite rhyolite)andthelavasofthree

horizons, lower, middleandupper. Thelowerandupperlavas

areandesitic, whereasthemiddlelavaisbasaltic(intercalatedwith

apartcontaininglargecrystalsofanorthite).

TheejectaofKuttcharoVolcano, consitingofsoftandloose

pumiceousdepositsalternatingwithcoarse-grainedvolcanicash ,
showingrandom accumulation, aredistributedlimitedlyinthe

westerncornerofthemaparea.

Theterracedepositsaredevelopedatanobliqueangletothe

coastlineasmentionedbefore, andcanbedividedintothefirst

terracedeposits, 80---160m abovesealevel, andthesecondterrace

deposits, 20---80m abovesealevel.Anotherlevelplaneisrecognized

atanaltitudeof350m , butitsdepositsarefoundonlylocally, so
thatitisnotshownonthegeologicmap.

TheShuenbedisdevelopedwidelycoveringtheflatterraces

andthehillyhinterlandinthewesternpartofthemaparea.

Itconsistslargelyofstrikinglycross-beddedpumiceousdeposits,

accompaniedbyabout50cmthickredsoilvolcanicashoriginat

thetop.

TheQuaternarydeposits, volcanicrocksandpyroclasticrocks

mentionedintheforegoingparagraphsareassignedtoPleistocene.

DepositsbelongingtoAlluviumareriverterracedeposits, talus

deposits, sanddunes, andalluvialdeposits, allconsistingofsand,

gravel, clayandandesiteblocks‘

EconomicGeology

Undergroundresourcesaresuchoredepositsascopper, lead,

zinc, limonite, jarositeandsulphur. Besides, ironsanddeposits

occurinthealluvialplainwhichiswidelydevelopedalongthe

westcoast.Theseoredepositswerepreviouslyminedorprospected,
butnoneofthemisbeingworkedatpresent.

Basemetaldepositsaretheepithermalveinsoccurringinthe
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propyliteinthesoutheasternpartofthemaparea.Theywere

prospectedasabranchmineoftheKitanemuroMine.

ThemainveinsstrikeN-SorN15ー E, roughlycoincidingwith

thedirectionofthepropyliteintrusionandthestrikeofthestrata,
althoughfeedersshowanE-Wdirectionwithoutextendingmuch.

Constituentmineralsarebarite, calcite, sericite, quartz, chlorite.
pyrite,chalcopyrite, zincblendeandgalena. Someveinsconsistsof

barite,quartz and calcite, without containing sulphide minerals.

Themineralcombinationof sulphides resemblesblackore , and

ischaracterizedbyrichnessofZn.

Silicification andpyrite impregnation, showing a strike of

roughlyN-SorN20ー E , arenoticedalsointheChuruiformation

andtheOkushibetsuagglomeratewhicharedistributed inthe

drainagebasinoftheUenbetsuRiver.

Asfarasourpresentknowledgegoes, theupperlimitofsuch

mineralizedzoneindicatestheKoshikawastage.

SulphurdepositsarefoundneartheheadwatersoftheUenbetsu

River , 2kmnortheastofUnabetsu-dake.

Outcropsof sulphur deposits are seen at more than ten

localities. Theyshowtwotypesofdeposition;sublimationand

precipitation.ThelowerChuruiformationissupposedtobetheir

countryrocks.However, thereisapossibilityofoccurrenceofimｭ

pregnationtypesulphurdepositinthelowerpart. Sulphurofthe

sublimatetypea;.ldtheprecipitatetypewasonceworkedbythe

UnabetsuMine, butthemineisalmost abandonedatpresent.

TheUnabetsuIronMineisarepresentativemineforlimonite

andjarositeores. Thedepositsarelocatedat300 ,......, 350 abovesea

level, andarepartlycoveredbyterracedepositsandtalus.

TheorebodiesaredistributedinthedirectionofN70ー W , but,

havingbeensubjectedtoerosion, theiroutcropsoccuronlyinterｭ

mittently. Inmanycases, oreisbandedonaccountofalternating

limoniteandgarositeBeingthusfavorablysituated, orereserves

amountto50,000 tons, butnominingoperationhasbeenattempted
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asyet.

Similaroutcropsarefoundwestof Chiputomari, although

detailsareunknown.

Limoniteoredeposits, withoutbeingaccompaniedbyjarosite

occuraroundUnabetsuVolcano, neartheboundarybetweenthe

basementandtheejectaofthevolcano. Theyhavebeenfo ・

rmedlaterthantheaforesaiddeposits. Activeprospectingfor

limoniteisbeingcarriedoutatpresent.

Ironsanddepositsaredistributedalongthecoastwestof

Minehama. Ironsandhavingmorethan10% magneticconcen-

trationrateand8 ......,12% Ti02 canbetracedoverawiderange.

HotspringsarefoundinthevicinityoftheUnabetsuMine,

buttheyarenotutilized. InthemiddlereachesoftheUnabetsu

RiverandtheSamuta River, mineralspringscharacterizedby

carbonateprecipitatesareknown.
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